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研究成果の概要 

本年度は、脳画像について、教師あり学習などの機械学習や主成分分析などを使った次元削減を行っ

たのちに、さらに機械学習によって個人差を予測する神経基盤を明らかにする解析手法の確立を行っ

た。 

個人差を示す課題としては、「動きの中心を指差す」というタスクを設定し、3 次元的な解釈が必要な

刺激と、そうでない刺激で指差し精度を比較し、奥行き知覚の感度として測定した。奥行き知覚の感度

の上位半分の群と下位半分の群を比較したところ、数学テストの成績に差が見られた。また、脳画像か

ら奥行き知覚感度上位群と下位群のどちらに属するか、学習群とテスト群を分けて機械学習によって

予測したところ 70%の正答率が得られた。同じ予測器で数学の成績を予測したところ、61%の正答率が

得られた。この予測器が脳画像のどの部位から奥行き知覚感度を予測しているか調べたところ、角回、

頭頂葉、前頭極など奥行き知覚や数学と関係しているとされる脳部位の情報が分類に寄与しているこ

とが分かった。 

また、自治体との協力のもと、教育ビッグデータの解析も着手し、我々のプロジェクトで推進するに内

容を裏付けるようなデータを得られる可能性を見出すことにも成功した。 
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